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各機関の支援策
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各機関の支援策
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岡崎商工会議所岡崎商工会議所
《人・事業系》
◆おかざき創業塾
創業するために必要な基礎知識やノウハウを

学べ、創業の夢やアイデアをビジネスプランと
して作り上げるプログラム。
◆創業・経営革新応援セミナー
起業ストーリー紹介、セミナー終了後、専門

家による創業・経営革新の個別相談を実施
◆創業セミナー 創業の心構えとポイント
「創業について興味・関心がある方」「将来、

独立・創業を考えている方」「自分の夢・プラン
を実現するため創業準備中の方」等を対象に、
創業するために大切な"心構え"や"ポイント"
等について説明。

《資金系》
◆まちの活性化に資する活動に取組む団体
を支援する事業（21世紀を創る会・みかわ）

健全で豊かな地域社会の実現とその活性化
に寄与するため、まち全体の利益に貢献する、
様々な分野の非営利活動に積極的に取組む
団体活動を支援する。

◆事業資金の確保
様々な資金需要に対応するため、各種の融

資制度を用意。無担保・無保証人・低利で融
資（マル経融資）、新たな設備の導入に対する
無利子資金の貸付（設備資金貸付制度）、そ
の他の金融あっせん

《相談系》
◆経営相談
・経営指導員
企業経営に詳しく、しかも国や地方公共団体

などの公的支援制度を熟知した経営指導員
が、事業者の抱えている経営面での問題・課
題にきめ細かく相談に応じる。
・専門家相談
専門的な相談の場合には、税理士・弁護

士・中小企業診断士・弁理士などの専門指導
員（専門家）がご相談に応じる。（無料）
◆記帳指導
帳簿のつけ方から決算・税務申告まで一貫し
て、マンツーマンで指導。（有料）



岡崎信用金庫岡崎信用金庫
《人・事業系》
◆おかしん経営塾塾生会
「合同講座」、「講演会」、「個別勉強会」を

開催し、若手経営者の育成のお手伝いと塾
生同士や当金庫との関係維持強化を目指し
ている。
◆おかしんアグリ塾
農業および食品産業分野におけるイノベー

ションの創出を目指し、農業従事者、農業関
連業者のほか、小規模農業を始めようとして
いる方などで構成。農業や農業ビジネスを支
援している。

《資金系》
◆おかしん創業支援資金

新規創業予定の方または創業後3年以内
の事業者向け融資。原則無担保で、最高
500万円まで（自己資金は30%必要）利用可
能。所定の「事業計画書」が必要。

各機関の支援策
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◆おかしん事業活性化ローン
中長期事業性資金として利用できる、固定
金利型または変動金利移行型融資。

《相談系》
◆経営に関する各種相談
事業者の抱えるさまざまな経営課題を解決

するお手伝い
・経営全般（新商品・技術開発、経営戦略・
経営計画策定等）
・業務改善・効率化（ＩＳＯ認証取得、プライバ
シーマーク取得等）
・資金調達（私募債、新しい資金調達等）
・その他のサービス（セミナー・研修、ビジネス
マッチング、補助金・助成金情報等）



東海若手起業塾東海若手起業塾
◆起業塾
地域の課題解決や地域資源の有効活用を通
じて、東海地域を活性化したいと考えている若
手起業家を対象に、ビジネスモデルや事業戦
略の質を高め、事業を成長軌道に乗せていく
ための支援を行う。

各機関の支援策
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NPONPO法人起業支援ネット法人起業支援ネット

◆起業の学校
起業の前に、誰もが一旦「生徒」として虚心坦
懐に誠実に学び、厳しいワークをやり抜くことで
揺るがぬ自信を手に入れ、「先生」や「先輩」の
愛情と温もりを一杯に受け止めることで、起業
家としての魂を磨くプログラム（講義、グループ
ワーク、起業家ゼミ等）。

コミュニティ・ユース・バンクコミュニティ・ユース・バンクmomomomo

◆融資
「豊かな未来を実感できる地域社会をつくる事
業」に対して、融資＝"資金的な支援"だけで
なく、メディア機能（情報発信）、場づくり機能
（出資者と融資先との対話の場をつくる）を発
揮して、融資後の"非資金的な支援"にも取り
組む。

NPONPO法人法人GG--netnet

◆ホンキ系インターンシップ
魅力的な経営者の元で、右腕として働く「社
長に弟子入りプログラム」。自らの行動で社内
や社会を変えていく超カッコいい経営者と共
に学生がホンキで挑戦することで自らを磨く、
これまでにない新しい形の教育プログラム。



経済産業省経済産業省
◆ソーシャルビジネスコンソーシアム新事業
創出展開支援事業（H23～）

ＳＢ／ＣＢ事業者と営利企業等がコンソーシ
アムを組んで、新しいソーシャルビジネスを創
出するための事業を支援する。
◆農商工連携等促進人材創出事業（村おこ
しに燃える若者等創出事業）（H20～）

農山漁村地域の産品、農地、森林資源、
人などの潜在能力、発展可能性を活用し、
都市部等のニーズ、資源をつなぐなどの手法
によって、農山漁村地域に係る課題解決の
ための事業を実施している事業者等が、農山
漁村地域に係る課題の解決を事業として行
おうとする意思と能力を兼ね備えた人材を育
成するための事業を支援する。

各機関の支援策
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愛知県愛知県
◆あいち中小企業応援ファンド
地域資源を活用した中小企業の新事業展開
を助成。

岡崎市岡崎市
◆インキュベート支援事業補助金
法人を設立予定の方で、創業支援講座など
を受講した方に対し、定款認証費用、登録免
許税など法人の設立に要する費用の1/2以
内（上限20万円）を補助。

岡崎青年会議所岡崎青年会議所
◆岡崎額田まちづくり公益基金
岡崎市・幸田町町在住または在勤の個人及

び市民団体・NPO法人などが行う、まちづくりの
ための地域力が増大される事業、また、社会
的に有意義のある事業に対し助成。



課題の発見

起業・起業・SBSB化の過程イメージ化の過程イメージ

解決を決断 方法の模索 取組の試行 継続化検討

経産省

起業塾
起業の学校

ホンキ系インターン

ｍomo融資

融資斡旋

経営相談

創業塾・創業セミナー
おかしん経営塾

おかしんアグリ塾

創業支援資金

あいち応援ファンドJC公益基金

法人設立支援

（参考）起業・SB化の過程と支援策の対応
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市の課題＋SB事業者が挑んだ課題

第6次岡崎市総合計画

経産省SBケースブック より
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市の課題＋SB事業者が挑んだ課題

9

(1)次代を支える人材の育成

●多様な個性と「生きる力」を育む教育の実践
●地域の教育力を活かした子どもの育成
●安心して子育てできる環境の整備
●高齢者の多様な形での社会参加に向けた
支援

(2)多様な主体による市民自治の実現
●市民、NPO、企業、行政など多様な主体

がまちづくりを担う自治の仕組みづくり

・地域の子育て環境の確保
・子育て中のママが社会から隔離された状態にあ
ること
・子育てに対する不安や親の孤立化
・子育て女性のワークライフバランスの難しさ
・子育て世代がタクシーを利用しづらい
・高校生の進路意識・自己肯定感・社会参加意欲
の低下
・将来に夢を見出せない子どもの増加
・都会の小中学校での校内暴力
・子供たちの職業意識の不足
・地域を担う青少年の生きる力、地域への誇りの喪
失
・田舎と都会の青少年の教育格差

・地域住民のつながり、人間関係の希薄化
・町内会の助け合う機能の低下
・定年退職後の居場所の不足
・高齢者の生きがいの喪失
・粗大ごみを出せない高齢者の増加

(3)自立した地域が共生する都市づくり

●地域資源を活かした自立性の高い地域づ
くり
●機能分担した地域が補完しあい、都市全
体として高い機能を発揮する都市づくり

・地域の財産である「廃校」の存続の危機
・地元商店の廃業による買物難民の出現
・地域における過疎化の進行
・地域内の社会的弱者の生活困窮
・地域の伝統的な食文化の喪失
・文化と感性豊かな生活の喪失の危機
・過疎高齢化による土地、村、誇りの空洞化



市の課題＋SB事業者が挑んだ課題
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(4)協働で支える安全・安心な社会の実現

●災害・犯罪リスクを最小限に抑える都市
基盤整備と社会システム構築
●互いの文化・価値観を尊重する外国人市
民との共生に向けたコミュニティづくり

・地域における防災の体制の欠如
・災害時の自助・共助意識の不足
・在日外国人とのコミュニケーション不足による相
互理解の希薄化
・食の安全の減少
・食物アレルギーの子どもとその家族が旅行を楽し
めないこと
・聴覚障害者のデジタルデバイドの解消

(5)健康・医療に配慮が行き届いた社会実現

●生涯健康づくりの推進
●市民を守る地域医療体制の再構築

・健診受診率が低下し、発見の遅れによる重症化
事例が増加
・生活習慣病関連の患者が増加し、医療費を圧迫
・地域の福祉団体の経営基盤の脆弱性
・障害者市民活動団体の資金不足
・要介護者の旅行の不便さ

(6)水・緑を活かした環境共生都市の実現

●循環型システムの推進、地球温暖化防止
など環境と共生する社会システムの構築
●水源を有する地域特性を活かした総合的
な水環境の保全と緑を活かす都市づくり

・耕作放棄地の増加
・森林の保全の伴う資金の不足
・林業の衰退による山地の荒廃
・森林の開発の危機
・獣害（農林業被害、交通事故被害の増加）
・使用済み自動車の処分問題
・イベント時の使い捨て食器のごみ問題
・ガソリンスタンドの環境負荷
・環境負荷の高い原材料の使用
・生ごみなど一般廃棄物の処理問題

(7)人と環境に配慮した快適な交通体系構築

●自動車交通に依存しすぎない環境に配慮
した交通環境の整備

・赤字路線バスが廃止され、交通弱者が出現
・限界集落に住む高齢者の移動が困難
・駅前の放置自転車の増加



市の課題＋SB事業者が挑んだ課題
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(8)地域に根ざした産業の育成

●世界的なモノづくりの拠点性を活かした次
世代産業の育成･集積
●地域資源を活かしながら地域課題に対応
するコミュニティビジネスの創出

・コミュニティビジネス育成の支援体制の不足
・コミュニティビジネス事業者の販路不足
・事業型NPO、ソーシャルベンチャーの経営スキル
の不足
・地域住民が活躍できる場所がない
・地域の若年層を中心とした雇用機会の不足
・ニート・フリーター・障害者・シニア、ホームレス等
の雇用機会創出
・障害者が働く「作業所」が社会資源としてみなさ
れていない
・労働意欲が高い高齢者の失業
・農業を基盤とした地域の暮らしと経済の活性化
・急速な農家の高齢化による、農業担い手の不足
・地域中小企業の自社ブランド商品の確立
・安価な海外製品との競合
・障害者がつくった商品の社会的評価が低いこと
・伝統工芸品産地の衰退
・地域特産品の商品化支援と販売ルートの不足

(9)歴史・文化資源を活かした地域活力の創

出
●文化の中心、創造空間への再生による中
心市街地のにぎわい創出
●学術・スポーツなどのコンベンション誘致・
支援による地域経済の活性化

・地域資源の有効活用されていない
・中心市街地にある商店街の衰退

(10)都市の持続性を見据えた行財政運営

●将来まで自立した状態を維持できる行財
政運営の実践



ターゲット検討資料
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セミナー申込者の属性等 ※11/16現在
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事業内容等 分類 地区

1 茶園経営 企業経営者 岡崎市
2 ゴルフ場経営 企業経営者 岡崎市
3 学習塾経営、移動販売 企業経営者 岡崎市

4 会社員 会社員 -
5 ハイテクソリューション企業 会社員 -

6 市民活動中間支援 NPO法人 岡崎市
7 中心市街地活性化 NPO法人 岡崎市
8 キャリア教育 NPO法人 -
9 キャリア教育 NPO法人 -

10 災害救援、社会教育活動等 NPO法人 -
11 弁当販売を通じた実践型食育 NPO法人 愛西市

12 性の健康教育 市民活動団体 岡崎市

13 名古屋学院大学商学部商学科４年 学生 -
14 横浜国立大学大学院 学生 -
15 中京大学総合政策学部２年 学生 -
16 中京大学総合政策学部 学生 -
17 愛知県立大学日本文化学部３年 学生 -

18 市民活動センター 行政 豊田市
19 産業労政課 行政 豊田市
20 市民活動センター 行政 豊田市

21 コンサル コンサル -

22 - 岡崎市
23 コミュニティカレッジ - 名古屋市
24 - - -
25 - - -
26 - - -
27 - - -
28 - -



ターゲット3パターンの事例と成長プロセス
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◆若者の起業◆若者の起業

◆中小企業の◆中小企業のSBSB化化

◆ボランティアからの事業化◆ボランティアからの事業化

（例）池内タオル株式会社

創業58年を迎えた今治市にあるタオルメーカー。主要販売先の経営破綻をきっかけとし業績悪化に
より民事再生法の適用申請。これを契機に従前のOEM製品の生産からオーガニックコットンを使用した
ブランド製品の生産へと事業を転換し、企業再建を果たす。100％風力発電によってつくられる「風で
織るタオル」が自社ブランドとして浸透した結果、欧米向け輸出が売上の3割にまで上昇し、世界市場
を相手とするタオルメーカーへと躍進を遂げた。

（例）一般社団法人ピア（佐藤真琴氏）

大手広告代理店を結婚を機に退職。看護学校への入学し、白血病患者の求める「かつら」を提供しな
い看護サービスの矛盾に直面。がん患者のためにかつらを安価に提供するため2004年に自らかつら
のネット販売をはじめ、2006年には、地域密着型で、がん患者のQOLを高めるトータルケアサポートを
行う美容室を開設。

（例）ＮＰＯ法人ケア・センターやわらぎ（石川治江氏）

大手外資系企業を出産を機に退職し、出産後障害者問題に関心を持ち要求活動に参加するとともに、
在宅生活支援のボランティアを行った。ボランティアによる支援の限界を痛感し、在宅ケアを継続させ
るための仕組みづくりを決意し、87年、非営利の民間福祉団体「ケア・センターやわらぎ」を立ち上げた。
97年、この「やわらぎ」を母体に、社会福祉法人「にんじんの会」を設立。99年にNPO法人化し、現在に
至る。



コンソーシアムのスケジュール及びテーマ

中長期ビジョン・事業戦略の策定

1010月月

1111月月

1212月月

11月月

22月月

33月月

顔合わせ、事業内容の共有

運営委員会運営委員会 幹事会幹事会

5年ビジョンの方向性確認

来年度事業の検討

セミナー

コンテスト

個別相談会

試行事業試行事業

課題の把握と共有

ビジョンのイメージ共有

課題の抽出

課題に対する打ち手案

中長期ビジョン・事業戦略の叩き台

来年度の実施体制の決定
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位置づけ、起業支援の状況把握

課題に対する打ち手案



今年度事業のスケジュール
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

コンソーシ
アム

●
運営委員会

◎
幹事会

◎
幹事会

◎
幹事会

●
運営委員会

◎
幹事会

◎
幹事会

●
運営委員会

◎
幹事会

セミナー
告知 実施

ビジネス
プラン

コンテスト

予告 告知

募集

準備

●
ブラッシュア
プ研修実施

●

相談会
告知

● ● ● ●

10月 11月 12月 1月 2月 3月

コンソーシ
アム

●
運営委員会

◎
幹事会

◎
幹事会

◎
幹事会

●
運営委員会

◎
幹事会

◎
幹事会

●
運営委員会

◎
幹事会

セミナー
告知 実施

ビジネス
プラン

コンテスト

予告 告知

募集

準備

●
ブラッシュア
プ研修実施

●

相談会
告知

● ● ● ●
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